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令和４年度 第１回 蕨市スポーツ推進審議会 会議録 

 

 

 

 

 

１ 開  会 

 

２ あいさつ 

   奥田会長、松本教育長 

 

３ 議長選出  

   奥田会長を選出 

 

４ 前回会議録の承認 

   承認された。 

 

５ 議  事 

日 時 令和４年９月２９日(木)午後２時 

会 場 蕨市役所仮設庁舎委員会室 

出席委員／ 奥田昌利、佐藤則夫、宮原芳子、秋山滋雄、篠原美奈子、平田道義 

大武勝雄、伊藤祐介、岡部愼一 各委員 

欠席委員／ 畑中隆一、松田悦典 各委員 

事 務 局／ 松本教育長 

 加納教育部次長兼生涯学習スポーツ課長 

 池澤生涯学習スポーツ課スポーツ推進係長 

 武田生涯学習スポーツ課スポーツ推進係主事 

 

（１）令和３年度スポーツ関連決算報告について             

   上記のことについて、事務局から報告があった。 

委 員： 

事務局： 

 

委 員： 

 事務局： 

 

 

体育施設費の光熱水費が予算額より多くなっている理由は。 

主にスポーツ広場でのナイター照明となるが、施設利用の増と電気料金の

高騰によるものである。 

運動・スポーツ習慣化促進事業について、今後継続性はあるのか。 

昨年度の本事業については、アニメの影響もあり、からめた事業提案をし

たところ、スポーツ庁から採択され事業展開が出来た。補助金は単年度限

定のため、そのままの継続はないが、今後も運動の習慣化は粘り強く取り

組んでいく。 
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委 員：質疑なし 

         従前の半屋外会場から、スポーツクラブの室内会場に変更の結果、直射日                     

         光など熱中症の心配が少なく安心できた。 

     事務局：夏期プールの開催前に、設備の点検を行うが、配管などの不良が判明した

ため、遊泳での営業は停止し、釣り堀を継続した。 

     委 員：不良箇所の予算措置は出来ているのか。ぜひ使えるようにしてほしい。 

     事務局：精査しながら検討していく必要があると考えている。 

     委 員：相当の費用が掛かるだろう。いま、社会的には学校と社会の連携も進んで

いる。そうした流れの中で、良い方法はないものかと思っている。自身の

団体でも以前から温水プールの要望があるが、なかなか進まず、難しいと

ころだ。 

     委 員：以前に、市内に温水プール建設のため、署名活動があり、要望書が市へ提

出された経緯がある。その際は財政不足のため建設断念となったが、改め

て要望を出したいとの動きがある。 

         塚越小学校のプールは、第一中学校、第二中学校の他に私立武南学園も部

活動で利用している。武南学園は開校 50 周年を迎え校舎建替えを計画し

ているが、プールの維持や新設となると、難しいようだ。市で温水プール

やアリーナ等が完備した総合的なスポーツ施設を建設し、まず、施設を充

実させることは、市民を含めた運動習慣化につながると思う。 

教育長：市内に温水プールがあれば良いという気持ちは常に持っている。 

前回の温水プール建設の要望では、維持管理が困難とのことで、建設 

までは難しかったと考える。 

市内学校のプールも老朽化が進んでいるが、市の方針もあるため、教育委

員会の思いのみでは難しいと考える。 

 

６ 報  告 

（１）蕨市スポーツ協会支部球技大会について 

   今年６月実施の上記のことについて、事務局から報告があった。 

（２）蕨市民水泳大会について 

今年７月実施の上記のことについて、事務局から報告があった。 

  委 員： 日程が埼玉県ジュニア選抜と重なっていたこともあり、新記録は出なかっ

たが、３年ぶりに開催が出来たことに意味があった。 

（３）蕨市プール（中央・塚越）の開催について 

今夏に開設の上記のことについて、事務局から報告があった。 

 委 員：塚越プールでの釣り堀開催に関しては、施設の有効活用として、良いと 

思う設備の不具合については、具体的にはどのようか。 
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7 そ の 他 

    事務局：当面の関連行事予定などについて報告。質疑なし。 

        10月/市民体力テスト、スポーツ協会支部体育祭 

        11月/市民レクリエーション大会 

        12月/市民ロードレース大会 

        他/中央７丁目グラウンドゴルフ場の閉鎖（令和 4年 10月）、学校体育館へ

のエアコン設置（1時間 200 円）、今年度の民間温水プール借上事業など。 

 

８ 閉  会 

    佐藤副会長 

  

教育長： 教員の働き方改革により、国からは、令和５年度より中学校の部活動を地

域に移行することで通達がある。現在、教育委員会内で検討を重ねている。 

時期が来たら、審議会に諮りたいと考えている。 


